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皆様へ 

 

 

 

東北大地震から一ヶ月経ちました、今回の大震災により津波の被害で多くの人々の命が奪われました。 

まだ何十万の人々が住む場所を失って、避難所で生活することになっております。災害はこれだけではあ 

りませんでした。東京電力福島第一原子力発電所も、地震の影響で４基の発電装置からトラブルが発生し、 

放射能が漏れてしまい、関東地域の住民らの生活にも地震よりも大きな被害を与えてしまい、今もその影 

響が続いています。 

 

 

今回の地震が発生したとき私は自宅にいました。テレビの画面から被災地の全てが津波の抵抗できない 

力により流れていることを見て、流れている住宅、車の中で沢山の命が共に流れていること考えると涙が 

流れていました。でも涙を流すしか何も出来なかった。ただただ神様に命を助けて欲しいとお祈りしまし 

た。大自然の力の前で我々人間はどんなに弱いのかをよく確認できました。 

 

 

今回の大震災によって亡くなった方々に心よりご冥福をお祈りすると同時に、被災者の皆様が困難を乗 

り越えて、早急に復興できることを願います。 

 

 

今回の災害によって日本人の集団的の行動力とどんなときでも冷静に対応する精神に驚きました。こん 

な災害はウイグル地域または日本以外のどんな地域でも、災害後の人為的な被害は災害よりも大きくなっ 

てしまうのは間違いないと思います。日本人の災害中も災害後もまずは対人のことを最優先する姿勢に感 

動し、日本民族に対する敬意が従来よりももっと高まりました。この国に来て良かったと思います。 

 

 

こんな素晴らしい文明と文化を持つ国の国民と一緒に生活するのは光栄です。日本が、日本国民が再び 

世界一流の文明、文化、経済大国なることを信じています。またその目標に目指して皆様と一緒に頑張り 

たいと決意しております。 

 

 

日本ウイグル協会としても被災地のために力になれることなら何でもがんばりたいと思いますので、ど 

うか皆様宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

イリハム マハムティ 

平成２３年４月３日 
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「世界ウイグル会議より日本政府への哀悼の声明文」 

 

日本国外務省 

松本 剛明 外務大臣閣下 

 

 

急啓 

 

3 月 11 日に日本国東北地方を襲った前代未聞の巨大地震がもたらした大惨事に大変なショックを受け、心が痛むばかり

です。 

 

 

私は、世界ウイグル会議及び全世界のウイグル人を代表しまして、日本政府と国民に対して深く哀悼の意を表し、亡く

なられた方々のご冥福をお祈り申し上げます。そして、被災された皆様、そのご家族の皆さまへ、心よりお見舞い申し

上げます。また一刻も早く行方不明の皆さまのご無事が確認されることと、被災された皆さまが通常の生活に戻れるこ

とを心よりお祈り申し上げます。 

 

 

日本はこれまで何百人ものウイグル人留学生を受け入れ、様々な角度からウイグルを応援してきた世界有数の国の一つ

であります。私たちはこれまで、ウイグル人の苦しみに同情し、できる限りの応援をしてくださる大勢の日本人の方々

に支えられてきました。私たちは、ウイグル人と深い友情が続いてきた日本国民を襲った今回の大惨事に心を痛めてお

り、日本国民がこの悲劇を乗り越える上で、心をともにしていきたいと存じます。 

 

 

復旧には多大なご苦労があるかとは存じますが、日本の皆様がお気持ちをしっかりもたれ、この苦境を克服されますよ

う、切にお祈り申し上げます。そして、不屈不撓の精神持っておられる日本国民なら近い将来この苦境を克服し、壊滅

的な被害を受けた市町村を素晴らしい形で立て直すことができると確信しております。 

 

 

遠隔地ゆえお役にもたてず誠に心苦しく思いながら、心ばかりのお見舞いとさせていただきました。このメッセージを

通じて、日本の皆様に対するウイグルの慰めと励ましの心が伝われば幸いです。 

 

 

甚だ略儀ではありますが、書中をもちましてお見舞い申し上げます 。 

 

 

草々 

 

                                   2011 年 3 月 14 日 

                                   世界ウイグル会議 

                                    総裁 ラビア・カーディル 
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  講演終盤、参加者の質問に答える原教授。 

                 2011/2/5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ハダ氏について解説するフビスガルト氏と 

    広い会場を埋める多数の参加者の方々。 

            2011/3/5 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
三
回
グ
ル
ジ
ャ
事
件
追
悼
行
事
を
開
催 

 

２
月
５
日
、
文
京
区
・
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
て
、

協
会
と
し
て
は
第
三
回
目
と
な
る
グ
ル
ジ
ャ
事
件
追
悼
行
事

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
の
ち

山
梨
学
院
大
学
教
授 

原 

百
年
（
は
ら 

も
も
と
し
）
先

生
よ
り
「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
紛
争
の
源
」
と
題
し
、

ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

講
演
で
は
、
人
権
思
想
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
と
関

係
、
そ
の
定
着
過
程
の
地
域
に
よ
る
違
い
な
ど
、
中
国
の
対

ウ
イ
グ
ル
政
策
の
背
景
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
イ
ト
と
し
て
形
成
さ
れ
た
近

代
以
降
の
各
国
家
に
は
、
中
国
に
政
策
を
改
め
る
よ
う
圧
力

を
か
け
る
よ
う
な
事
は
期
待
で
き
ず
、
ウ
イ
グ
ル
地
域
に
お

け
る
民
族
問
題
の
改
善
に
は
、
民
間
の
運
動
が
重
要
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
日
本
国
内
に
お
い
て
も
人
権
意
識
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
、
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
講
演
は
、
問
題
の
背
景
に
つ
い
て
の
新
た
な
視
点
を
得
る

の
み
な
ら
ず
、
私
た
ち
が
見
落
と
し
が
ち
な
、
「
お
の
が
身
を

顧
み
る
」
と
い
う
事
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

も
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
主
催
シ
ン
ポ
に
参
加 

 

３
月
５
日
、
渋
谷
区
・
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー
に
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
良
心
の
囚
人
を
救
え
」
―
中
国
共
産
党
の
人
権
弾
圧
の
実

態
―
が
開
催
さ
れ
、
当
協
会
も
協
賛
団
体
と
し
て
参
加
し
、
企

画
・
運
営
に
も
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

前
半
は
リ
・
ガ
・
ス
チ
ン
ト
氏
（
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
日
本

支
部
副
代
表
）
の
司
会
進
行
の
も
と
、
ケ
レ
イ
ト
・
フ
ビ
ス
ガ

ル
ト
氏
（
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
幹
事
長
）
か
ら
「
ハ
ダ
氏
」
に

つ
い
て
話
さ
れ
、
ジ
リ
ガ
ラ
氏
か
ら
内
モ
ン
ゴ
ル
人
権
情
報
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
ト
ゴ
チ
ョ
グ
・
エ
ン
フ
バ
ト
氏
）

の
読
み
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

協
会
活
動
報
告
２
０
１
１
冬
春
（
１
） 

 

続
い
て
イ
リ
ハ
ム
会
長
よ
り
「
ハ
イ
レ
ッ
ト
・
ニ
ヤ
ズ
氏
」
に

つ
い
て
、
小
林
秀
英
氏
（
チ
ベ
ッ
ト
問
題
を
考
え
る
会
代
表
）

よ
り
「
ド
ゥ
ン
ド
ゥ
プ
・
ワ
ン
チ
ェ
ン
氏
」
に
つ
い
て
、
王
戴

氏
（
中
国
民
主
陣
線
）
よ
り
「
劉
暁
波
氏
」
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
話
さ
れ
ま
し
た
。
後
半
は
、
田
中
健
之
氏
（
チ
ベ
ッ
ト
友

好
協
会
）
、
北
井
大
輔
氏
（
ア
ジ
ア
と
中
国
の
民
主
主
義
を
考

え
る
会
）
、
オ
ノ
ホ
ル
ド
・
ダ
イ
チ
ン
氏
（
モ
ン
ゴ
ル
自
由
連

盟
党
）
、
王
戴
氏
、
イ
リ
ハ
ム
会
長
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
形
式
で
行

わ
れ
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

 

世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
レ
ポ
ー
ト
「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に

お
け
る
人
権
侵
害
の
概
要
」
日
本
語
版
を
公
開 

 

３
月
７
日
、
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
の
２
月
発
行
レ
ポ
ー
ト

「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
人
権
侵
害
の
概
要
」
を
日
本
語

訳
し
、
協
会
サ
イ
ト
に
て
公
開
し
ま
し
た
。
全
１
１
頁
に
渡
る

た
め
、
本
会
報
上
に
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
が
、
是
非
協
会
公
式

サ
イ
ト
に
て
ご
一
読
下
さ
い
。 

 

「
ウ
イ
グ
ル
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
解
放
の
た
め
の
請
願

署
名
」
運
動
が
ス
タ
ー
ト 

 

３
月
７
日
、
ウ
イ
グ
ル
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
解
放
の
た
め
の

請
願
署
名
募
集
を
開
始
致
し
ま
し
た
。 

 

ウ
ル
ム
チ
事
件
以
降
、
現
地
の
ウ
イ
グ
ル
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
や
ウ
イ
グ
ル
語
サ
イ
ト
の
管
理
者
等
に
対
す
る
不
当
な
逮

捕
・
拘
束
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

本
請
願
は
、
日
本
国
憲
法
第
１
６
条
に
基
づ
き
、
中
国
政
府

に
対
す
る
、
ウ
イ
グ
ル
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
解
放
に
向
け
た
働

き
か
け
を
求
め
、
日
本
国
国
会
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。 

署
名
の
募
集
は
、
５
月
３
１
日
ま
で
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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 ビデオメッセージ中、哀悼の             震災に際し日本へのメッセージ 

 意を述べるドルクン氏。               掲げるドルクン氏。 

        2011/3/30                 2011/3/19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
よ
り
日
本
政
府
へ
の
哀
悼
の
声

明
文 ３

月
１
１
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
を
中
心
と
し
た
震
災
に

際
し
、
日
本
政
府
に
あ
て
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
よ
り
声
明
を
、

３
月
１
４
日
に
送
り
ま
し
た
。
本
声
明
の
全
文
を
３
頁
に
掲
載

致
し
て
お
り
ま
す
。 

世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
事
務
総
長
ド
ル
ク
ン
・
エ
イ
サ
氏

よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
会
議
に
参
加
す
る
途
上
、
世
界
ウ
イ

グ
ル
会
議
事
務
総
長
ド
ル
ク
ン
・
エ
イ
サ
氏
が
来
日
し
、
３
月

１
９
日
、
日
本
の
人
々
に
あ
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
ま
し

た
。 

 

協
会
活
動
報
告
２
０
１
１
冬
春
（
２
） 

  

投
稿
募
集
中
！ 

引
き
続
き
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
募
集
致
し
ま
す
。 

 
 
 

ウ
イ
グ
ル
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
、
今
後
の

活
動
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
ウ
イ
グ
ル
に
関
す
る
事
な

ら
何
で
も
お
寄
せ
下
さ
い
。
要
項
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

 

・
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
換
算
で
１
～
２
枚
程
度 

 

・
本
名
掲
載
の
可
否
、
若
し
く
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
明
記 

 
 
 
 

 
 

（
な
い
場
合
は
一
律
「
匿
名
希
望
」
と
し
ま
す
。
） 

 

・
原
稿
の
返
却
は
致
し
ま
せ
ん
。 

 

・
趣
旨
を
変
え
な
い
範
囲
で
編
集
を
行
わ
せ
て
頂
く
場
合
が 

 
 

あ
り
ま
す
。 

 

・
な
る
べ
く
沢
山
の
方
の
原
稿
を
掲
載
出
来
ま
す
様
努
力
致 

し
ま
す
が
、
ご
期
待
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

・
締
め
切
り
は
、
会
報
発
行
月
（
１
・
４
・
７
・
１
０
月
） 

 
 

の
、
前
月
１
０
日
消
印
有
効
で
す
。（
メ
ー
ル
は
１
５
日
） 

 

・
協
会
ア
ド
レ
ス
宛
て
に
メ
ー
ル
で
お
送
り
頂
く
か
、
左
記 

住
所
宛
て
に
封
書
に
て
ご
郵
送
下
さ
い
。 

ア
ド
レ
ス 

 
 

in
fo

@
u

y
g
h

u
r-j.o

rg
 

 

〒
１
６
２
‐
０
０
６
７ 

 

東
京
都
新
宿
区
富
久
町
１
６
‐
１
１ 

武
蔵
屋
ス
カ
イ
ビ
ル
４
０
５ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会 

 
 
 

「
蒼
空
」
編
集
部
「
会
員
の
声
」
係 

私
は
日
本
の
人
々
に
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
。 

ウ
イ
グ
ル
は
い
つ
で
も
日
本
の
人
々
と
共
に
あ
り
ま
す
。 

日
本
は
今
よ
り
も
も
っ
と
良
く
な
る
こ
と
を
信
じ
て
い

ま
す
。 

私
と
私
の
民
族
は
日
本
を
愛
し
て
い
ま
す
。 

真
心
を
こ
め
て 

ド
ル
ク
ン 

エ
イ
サ 

 

２
０
１
１
年
３
月
１
９
日 

 

 

 

  

I would like to express my deeply condolence to 

Japanese people. 

Uyghur is always with Japanese people. 

I believe that Japan will be much better than now. 

I and my people love Japan! 

 

Sincerely  

 

Dolkun Isa  

19 03 11 

 

 

ま
た
、
多
く
の
在
日
外
国
人
ら
が
国
外
へ
脱
出
し
続
け
る

な
か
、
帰
路
再
び
来
日
さ
れ
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し

て
行
か
れ
ま
し
た
。 

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
協
会
サ
イ
ト
か
ら
、
ま
た
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
か
ら
検
索
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

h
t
t
p:
/
/u
y
gh
u
r
-
j
.o
r
g/
n
ew
s_
2
0
11
0
40
1
.h
t
ml

 

協
会
宛
郵
便
物
の
住
所
が
変
わ
り
ま
し
た
！ 

こ
れ
ま
で
の
私
書
箱
宛
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
間

違
え
の
無
い
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
部 
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 集会の冒頭、グルジャ事件で犠牲になったすべての人々 

 に対し、参加者全員で黙祷を捧げる。 

 

                      2011/2/5 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グ
ル
ジ
ャ
事
件
が
起
き
た
１
３
年
目
の
日
に
あ
た
る
２
月
５

日
、
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
主
催
に
よ
る
グ
ル
ジ
ャ
事
件
追
悼
の

集
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

協
会
会
長
イ
リ
ハ
ム
よ
り
の
挨
拶
、
黙
祷
の
後
、
山
梨
学
院

大
学
教
授
の
原
百
年
氏
よ
り
基
調
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

グ
ル
ジ
ャ
事
件
な
ど
に
見
ら
れ
る
民
族
問
題
に
つ
い
て
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
政
治
研
究
者
の
立
場
よ
り
、
そ
の
背
景
を
お
話

頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
や
啓
蒙
思
想
に
よ
っ
て

自
由
や
人
権
思
想
が
発
達
し
、
そ
の
上
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
展

開
し
て
い
っ
た
、
そ
し
て
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
イ
ト
（
国
民
国
家
）

と
な
っ
た
西
洋
諸
国
は
富
国
強
兵
に
成
功
し
、
こ
れ
が
世
界
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
た
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

後
進
国
の
日
本
と
、
日
本
に
学
ん
だ
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

は
、
前
提
と
な
る
人
権
思
想
の
定
着
が
十
分
で
な
い
ま
ま
形
式
的

に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
導
入
せ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
れ
が
中
国
で
今

日
も
見
ら
れ
る
人
権
思
想
が
不
在
の
ま
ま
の
、
非
人
道
的
な
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

  

中
国
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
イ
ト
を
形
成
す
る
際
、
伝
統
的
な

中
国
で
は
な
く
清
朝
の
統
治
地
域
を
範
囲
と
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
「
中
華
・
漢
族
文
化
」
の

独
自
性
の
追
求
と
、
中
国
国
内
の
民
族
の
均
質
性
の
追
求
と
な

り
、
こ
れ
が
中
華
主
義
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
、
少
数
民
族
の
文

化
的
、
政
治
的
、
経
済
的
な
主
権
の
否
定
と
な
っ
て
、
様
々
な
問

題
の
あ
る
政
策
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
が
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
で
起
き
る
紛
争
の
源
と
な
っ
て

い
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

  

中
国
政
府
が
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
で
行
っ
て
い
る
同
化
政
策

と
し
て
、
漢
族
の
大
量
移
民
、
そ
れ
と
同
時
に
行
わ
れ
る
若
い

女
性
の
内
陸
部
へ
の
強
制
移
動
、
民
族
間
の
結
婚
の
奨
励
、
漢

族
文
化
の
強
制
、
少
数
民
族
文
化
の
破
壊
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
同
化
政
策
が
行
わ
れ
る
背
景
に
は
中
華
主
義

が
あ
り
、
そ
れ
が
少
数
民
族
へ
の
蔑
視
と
異
宗
教
へ
の
蔑
視
と

な
り
ま
す
。
少
数
民
族
の
主
権
は
否
定
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的

に
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 生
存
権
の
否
定
：
産
児
制
限
や
核
実
験
、
武
力
弾
圧
、
獄
中
死 

自
由
権
の
否
定
：
監
視
、
強
制
連
行
、
拷
問
、
言
論
弾
圧
、
宗

教
弾
圧 

  
  

経
済
発
展
か
ら
の
排
除
：
工
業
部
門
、
石
油
資
源
部
門
、
観
光

部
門
の
漢
族
支
配 

政
治
権
力
の
剥
奪
：
制
服
を
着
た
漢
族
の
増
加
、
官
僚
ポ
ス
ト

の
漢
族
支
配 

  

近
代
以
降
、
い
ず
れ
の
国
家
も
ネ
イ
シ
ョ
ン
．
ス
テ
イ
ト
と

し
て
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
た
め
、
国
連
や
国
際
社
会
は
中
国

に
対
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
抑
え
る
よ
う
圧
力
を
か
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
の
た
め
に
も
非
政
府
組
織

に
よ
る
草
の
根
運
動
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
日
本
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
普
遍
的
人
権
意
識
を
高
め
、
自
国
内
の
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
権
利
を
擁
護
す
る
こ
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
中
国
政
府
へ
の

圧
力
が
可
能
に
な
る
、
と
結
論
さ
れ
ま
し
た
。 

 

   

グ
ル
ジ
ャ
事
件
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
問
題
の
原
因
や

背
景
を
分
か
り
や
す
く
論
理
的
に
お
話
頂
き
、
非
常
に
学
ば
さ

れ
る
と
こ
ろ
の
大
き
な
講
演
を
頂
け
ま
し
た
。 

  

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
民
族
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

は
、
国
際
社
会
や
国
連
、
支
援
し
て
く
れ
る
国
家
に
、
中
国
に

対
抗
し
て
も
ら
い
た
い
と
望
ん
で
し
ま
い
勝
ち
で
す
が
、
普
遍

的
人
権
の
尊
重
と
い
う
こ
と
を
草
の
根
的
に
広
げ
て
い
き
、
こ

れ
を
中
国
政
府
に
も
中
国
の
民
衆
に
も
求
め
て
い
く
姿
勢
も

重
要
で
あ
る
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。 

  

貴
重
な
講
演
を
頂
け
ま
し
た
原
先
生
、
ま
た
ご
参
加
頂
き
ま

し
た
参
加
者
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

（
担
当:

佐
藤
） 

グ
ル
ジ
ャ
事
件
追
悼
集
会
レ
ポ
ー
ト 
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ウ
イ
グ
ル
の
良
心
の
囚
人
に
つ
い
て 

２
０
１
１
年
３
月
５
日
、「
良
心
の
囚
人
を
救
え
」
－
中
国
共

産
党
の
人
権
弾
圧
の
実
態
－
と
題
し
て
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
主

催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
チ
ベ
ッ
ト
、

モ
ン
ゴ
ル
団
体
や
中
国
民
主
化
団
体
と
共
に
、
日
本
ウ
イ
グ
ル

協
会
も
共
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

中
華
人
民
共
和
国
は
中
国
共
産
党
の
一
党
独
裁
体
制
下
に
あ

り
、
党
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
厳
し
く
取

り
締
ま
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
的
な
人
権
で
あ
る
、
言

論
の
自
由
や
報
道
の
自
由
、
宗
教
の
自
由
が
制
限
さ
れ
、
自
ら

の
良
心
に
従
っ
て
行
動
し
た
多
く
の
人
々
が
不
当
に
逮
捕
さ
れ

て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
「
良
心
の
囚
人
」
に
つ
い
て
広
く
日
本
人
に
知

っ
て
も
ら
う
と
共
に
、
即
時
の
解
放
を
求
め
る
目
的
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。
非
常
に
多
く
の
良
心
の
囚
人
が
い
る

中
で
、
具
体
例
と
し
て
数
名
の
方
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
そ
こ

か
ら
中
国
共
産
党
が
行
っ
て
い
る
人
権
侵
害
の
問
題
を
考
え
る

と
い
う
や
り
方
を
取
り
ま
し
た
。 

モ
ン
ゴ
ル
人
の
人
権
を
求
め
た
ハ
ダ
氏
、
海
外
の
メ
デ
ィ
ア

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
だ
け
の
ハ
イ
レ
ッ
ト
氏
、
チ
ベ
ッ

ト
人
の
実
態
を
映
画
に
し
た
ド
ゥ
ン
ド
ゥ
プ
氏
、
中
国
で
民
主

主
義
を
実
現
し
よ
う
と
０
８
憲
章
を
提
唱
し
た
劉
氏
、
は
そ
れ

ぞ
れ
逮
捕
さ
れ
、
最
長
１
５
年
の
懲
役
刑
を
課
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
に
こ
の
名
前
を
あ
げ
た
方
々
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
か
ら
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

と
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。 

  

  

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
は
今
ま
で
も
ウ
イ
グ
ル
の
民
族
問
題
、

人
権
問
題
を
扱
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

皮
切
り
に
、
個
々
の
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
行

動
と
し
て
署
名
請
願
を
始
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
最
初
と
し
て
、
２
０
０
９
年
ウ
ル
ム
チ
事
件
以
後
多
く
の

ウ
イ
グ
ル
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
が
逮
捕
さ
れ
て
い
る
現
状
を

周
知
す
る
と
共
に
、
解
決
に
向
け
て
日
本
政
府
に
対
応
を
求
め

る
請
願
署
名
を
始
め
ま
し
た
。 

会
報
と
共
に
同
封
さ
れ
て
い
る
請
願
署
名
を
読
ん
で
頂
き
、

署
名
に
ご
協
力
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
の
署
名
請
願
と
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
取
り
上
げ
た
ハ
イ

レ
ッ
ト
・
ニ
ヤ
ズ
氏
を
始
め
と
し
た
ウ
イ
グ
ル
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
に
つ
い
て
の
説
明
と
、
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
配
布
資
料
に
若
干
の
修
正
を
加
え
て
、

以
下
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 ウ
イ
グ
ル
の
現
状
・
ウ
ル
ム
チ
事
件 

 

現
在
、
中
国
共
産
党
政
府
は
、
ウ
イ
グ
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
、
南

モ
ン
ゴ
ル
な
ど
の
、
中
国
と
は
異
な
る
歴
史
・
文
化
を
持
つ
周

辺
地
域
に
住
む
「
少
数
民
族
」
の
言
語
や
宗
教
、
伝
統
文
化
な

ど
を
奪
い
、
同
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
（
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
）
で
は
、
漢
人

の
大
量
入
植
と
同
時
に
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
若
者
（
特
に
女
性
）

の
内
地
へ
の
強
制
移
住
、
と
い
う
人
口
政
策
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
政
策
に
抗
議
す
る
動
き
に
対
し
て
は
、「
国
家
分

裂
主
義
者
」
や
「
宗
教
過
激
主
義
者
」
、
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
な
ど

と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
容
赦
な
い
虐
殺
・
弾
圧
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

 

２
０
０
９
年
７
月
５
日
に
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
首
府
ウ

ル
ム
チ
に
お
い
て
、
ウ
イ
グ
ル
人
達
が
平
和
的
に
デ
モ
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
２
０
０
９
年
６
月
２
６
日
に
広
東
省
韶
関
玩

具
工
場
で
起
き
た
ウ
イ
グ
ル
人
労
働
者
虐
殺
事
件
で
政
府
が
正

し
い
対
応
を
し
な
か
っ
た
た
め
、
民
族
差
別
、
人
種
差
別
に
対

す
る
ウ
イ
グ
ル
人
の
不
満
を
表
現
し
た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、

中
国
政
府
は
こ
の
デ
モ
に
対
し
、
軍
隊
ま
で
動
か
し
て
無
差
別

発
砲
し
、
大
量
の
死
者
が
出
る
悲
惨
な
虐
殺
事
件
と
な
り
ま
し

た
。 

 

 

当
初
、
中
国
政
府
は
都
合
の
良
い
情
報
と
映
像
を
海
外
メ
デ

ィ
ア
に
対
し
て
公
開
し
た
も
の
の
、
現
地
の
本
当
の
情
報
が
漏

れ
て
い
く
こ
と
を
恐
れ
、
す
ぐ
に
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
遮
断
す
る

作
戦
を
と
り
ま
し
た
。
電
話
は
２
０
１
０
年
１
月
末
ま
で
の
７

ヶ
月
間
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
２
０
１
０
年
５
月
１
４
日
ま
で

の
９
カ
月
間
遮
断
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
政
府
は
こ
の
間
、
何
の

罪
も
な
い
多
く
の
ウ
イ
グ
ル
人
を
捕
え
、
裁
判
に
か
け
、
地
方

裁
判
の
判
決
だ
け
で
、
死
刑
や
懲
役
刑
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。

中
国
政
府
の
発
表
で
も
、
処
刑
さ
れ
た
の
は
３
６
人
以
上
に
の

ぼ
り
ま
す
。
行
方
不
明
者
も
未
だ
に
多
数
い
ま
す
。 

 

こ
の
７
月
５
日
の
「
ウ
ル
ム
チ
事
件
」
に
関
連
し
、
ウ
イ
グ

ル
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
運
営
者
の
多
く
が
捕

え
ら
れ
長
期
の
懲
役
刑
を
宣
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ハ
イ
レ
ッ
ト
・
ニ
ヤ
ズ
氏
は
２
０
０
９

年
１
０
月
に
、
ウ
ル
ム
チ
事
件
以
前
に
書
い
た
ウ
イ
グ
ル
人
の

失
業
問
題
や
差
別
の
実
態
な
ど
を
論
じ
た
論
文
や
、
事
件
後
に

メ
デ
ィ
ア
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
こ
と
を
理
由
に
逮
捕
さ

れ
ま
し
た
。
彼
は
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
に
対
し
て
、
７
月
５
日
の

騒
乱
の
根
本
的
な
原
因
は
、
政
府
に
よ
る
双
語
教
育
（
二
言
語

教
育
）
の
強
要
と
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
若
者
を
内
地
に
強
制
的
に 

 

 

ウ
イ
グ
ル
の
良
心
の
囚
人
に
つ
い
て 



 8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     ハイレット・ニヤズ氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グ
ル
ミ
ラ
・
イ
ミ
ン 

(

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
兼
ウ
イ
グ
ル
語
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
「
サ
ル
キ
ン
」
へ
の
寄
稿
者
、
２
０
１
０
年

４
月
に
終
身
刑) 

メ
メ
ト
ジ
ャ
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ 

(

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
兼
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
「
サ
ル
キ
ン
」
の
管
理
人
、
２
０
１
０
年
４

月
に
終
身
刑) 

ニ
ジ
ャ
ッ
ト
・
ア
ザ
ッ
ト 

(

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
シ
ャ
ブ
ナ
ム
」

の
管
理
者
、
２
０
１
０
年
７
月
に
懲
役
１
０
年) 

デ
ィ
ル
シ
ャ
ッ
ト
・
ペ
ル
ハ
ッ
ト 

(

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
デ
ィ

ヤ
リ
ム
」
の
ウ
ェ
ブ
マ
ス
タ
ー
兼
所
有
者 

２
０
１
０
年

７
月
に
懲
役
５
年) 

ヌ
レ
リ (

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
サ
ル
キ
ン
」
の
ウ
ェ
ブ
マ
ス
タ

ー
、
２
０
１
０
年
７
月
に
懲
役
３
年) 

ト
ゥ
ル
ス
ン
ジ
ャ
ン
・
ヘ
ジ
ム
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
オ
ル
フ

ン
」
の
管
理
者
、
２
０
１
１
年
３
月
に
懲
役
７
年
） 

 

他
に
も
大
勢
の
方
々
が
逮
捕
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
有
罪

と
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
管
理
者
の
ほ

と
ん
ど
は
、
国
家
安
全
危
害
罪
に
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
国

当
局
は
ウ
イ
グ
ル
人
の
人
権
改
善
を
求
め
る
平
和
的
な
行
動

に
対
し
て
、
中
国
の
犯
罪
法
の
あ
い
ま
い
な
条
項
を
援
用
し

て
断
罪
し
投
獄
し
て
い
ま
す
。
国
家
安
全
危
害
罪
は
他
の
法

令
よ
り
も
更
に
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
”
国
家
の
転
覆
”
、
”

分
裂
主
義
”
、
”
機
密
漏
洩
”
な
ど
が
含
ま
れ
、
宗
教
や
言

論
・
集
会
の
自
由
と
い
っ
た
権
利
に
対
し
て
も
、
犯
罪
で
あ

る
と
乱
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
担
当:

佐
藤
） 

移
送
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
が
ウ
イ
グ
ル
人
の
不

満
を
高
ま
ら
せ
た
と
説
明
し
ま
し
た
。 

２
０
１
０
年
７
月
に
は
、
自
分
で
弁
護
士
を
選
ぶ
こ
と
も
出

来
な
い
ま
ま
、
傍
聴
は
妻
だ
け
と
い
う
状
況
で
、
１
日
の
裁
判

だ
け
で
「
国
家
安
全
危
害
罪
」
に
よ
り
懲
役
１
５
年
の
判
決
を

受
け
ま
し
た
。 

 

中
国
の
国
内
法
で
は
言
論
の
自
由
が
保
証
さ
れ
て
お
り
、
ハ

イ
レ
ッ
ト
氏
も
裁
判
で
、
何
ら
法
を
犯
し
て
お
ら
ず
、
市
民
と

し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
義
務
を
果
た
し
た
に
過
ぎ
な

い
と
主
張
し
ま
し
た
が
、
中
国
の
犯
罪
法
の
あ
い
ま
い
な
条
項

が
援
用
さ
れ
、
有
罪
判
決
を
受
け
ま
し
た
。 

 

ハ
イ
レ
ッ
ト
氏
に
つ
い
て 

ハ
イ
レ
ッ
ト
氏
は
北
京
民
族
大
学
を
１
９
８
２
年
に
卒
業
し

た
後
、
出
版
活
動
を
行
い
、
ま
た
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
ウ
イ
グ

ル
人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
文
化
を
中
国
語
で
報
道
し
て
い

ま
し
た
。
彼
は
新
疆
経
済
報
（X

i
n
ji
a
ng
 
Ec
o
no
m
ic
 
Da
i
ly

）

の
有
力
な
記
者
で
も
あ
り
、
新
疆
法
律
報
（X

i
n
j
ia
n
g 

L
eg
a
l 

D
a
i
ly

）
の
編
集
長
、
お
よ
び
法
律
雑
誌
「
法
治
縦
横
」
の
副
所

長
も
兼
任
し
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
イ
リ
ハ
ム
・
ト
フ
テ
ィ
氏
が
主
催
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ

イ
ト
の

U
y
g
h
u
rb
i
z

（
ウ
イ
グ
ル
ビ
ズ
、
ウ
イ
グ
ル
オ
ン
ラ
イ

ン
）
で
は
、
中
国
語
・
ウ
イ
グ
ル
語
の
二
言
語
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

編
集
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
個
人
の
ブ
ロ
グ
も
持
っ
て
お

り
、
頻
繁
に
更
新
し
て
い
ま
し
た
。 

７
月
の
騒
乱
の
後
に
、
ハ
イ
レ
ッ
ト
氏
は
メ
デ
ィ
ア
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
騒
乱
の
根
本
の
原
因
と
し
て
彼
が
認
識
し

て
い
る
こ
と
を
論
じ
ま
し
た
。 

 

彼
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
教
師
の
多
く
が
解
雇
さ
れ
て
い
る
ウ
イ

グ
ル
人
学
校
へ
の
中
国
語
教
育
の
強
制
「
双
語
（
二
言
語
）
教

育
政
策
」
と
、
若
い
ウ
イ
グ
ル
人
（
多
く
は
未
婚
の
女
性
）
を

中
国
本
土
の
工
場
で
働
か
せ
る
た
め
に
強
制
的
に
移
送
す
る
政

策
に
あ
る
と
言
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
政
府
に
よ
る
政
策
が
ウ
イ

グ
ル
人
の
不
満
を
高
め
て
い
る
と
し
て
、
７
月
４
日
に
は
地
方

当
局
に
対
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
騒
乱
が
起
き
か
ね
な
い
と
警
告

し
ま
し
た
。
当
局
は
こ
の
警
告
を
無
視
し
た
も
の
の
、
ウ
ル
ム

チ
事
件
が
発
生
し
た
後
に
は
こ
の
警
告
を
ハ
イ
レ
ッ
ト
氏
逮
捕

の
口
実
に
し
ま
し
た
。 

ハ
イ
レ
ッ
ト
氏
は
ウ
ル
ム
チ
の
自
宅
か
ら
２
０
０
９
年
１
０
月

１
日
に
連
行
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
９
年
１
０
月
４
日
に
、
公

安
は
彼
の
家
族
に
対
し
、
彼
が
「
国
家
安
全
危
害
」
で
逮
捕
さ

れ
た
と
の
通
知
を
送
り
つ
け
ま
し
た
。
そ
し
て
彼
の
家
族
に
対

し
、
ハ
イ
レ
ッ
ト
氏
が
「
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
た
」
た
め
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
言
い
ま
し
た
。 

 

ウ
ル
ム
チ
事
件
に
関
し
て
逮
捕
さ
れ
た
良
心
の
囚
人

達 ハ
イ
レ
ッ
ト
氏
の
他
に
も
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
置
か
れ
る
状
況
を

広
め
た
と
し
て
、
捕
ら
え
ら
れ
有
罪
判
決
を
受
け
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
に
は
以
下
の
よ
う
な
方
々
が
い
ま
す
。 

本
文
中
に
も
あ
り
ま
す
通
り
、
本
号
に
は
請
願
署
名
用
紙
が

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
部 
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類
書
が
な
く
、
中
国
で
は
出
版
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も

ウ
イ
グ
ル
問
題
の
多
難
さ
が
わ
か
る
。 

本
書
は
「
ム
フ
タ
ル
と
の
出
会
い
」「
ム
フ
タ
ル
を
極
秘
に
訪

問
」
「
ム
フ
タ
ル
か
く
語
り
き
」「
ム
フ
タ
ル
へ
の
手
紙
」
の
４

つ
の
章
か
ら
な
る
。 

 

「
ム
フ
タ
ル
と
の
出
会
い
」
で
は
王
力
雄
氏
と
ム
フ
タ
ル
の

出
会
い
が
描
か
れ
て
い
る
。
王
力
雄
氏
は
ウ
イ
グ
ル
問
題
の
鍵

は
新
疆
生
産
建
設
兵
団
（
兵
団
）
に
あ
る
と
み
て
兵
団
の
「
通

達
集
」
を
入
手
し
、
コ
ピ
ー
し
た
こ
と
か
ら
公
安
に
逮
捕
、
拘

留
さ
れ
拘
置
所
の
中
で
ウ
イ
グ
ル
人
、
ム
フ
タ
ル
と
出
会
う
こ

と
に
な
る
。 

前
後
の
経
過
は
ま
さ
に
ス
パ
イ
劇
か
ド
ラ
マ
の
よ
う
で
あ
り

読
ん
で
い
て
と
て
も
引
き
込
ま
れ
る
。「
ム
フ
タ
ル
を
極
秘
に
訪

問
」
で
は
２
０
０
３
年
か
ら
２
０
０
６
年
に
か
け
て
の
４
度
の

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
訪
問
を
記
述
し
て
い
る
、
こ
の
中
で
は
兵
団

の
町
な
ど
を
調
査
で
歩
き
漢
人
の
兵
団
の
人
々
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
し
て
い
る
。 

新
疆
生
産
建
設
兵
団
は
い
わ
ゆ
る
屯
田
兵
で1

4

の
師
団
、
２

６
０
万
人
の
人
員
を
要
す
る
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
中
の
も

う
１
つ
の
政
府
で
あ
る
。 

兵
団
は
漢
人
か
ら
は
分
離
主
義
に
対
す
る
防
御
、
ウ
イ
グ
ル

人
か
ら
は
占
領
軍
と
み
ら
れ
て
い
る
。 

兵
団
に
つ
い
て
は
日
本
語
で
書
か
れ
た
も
の
は
と
て
も
少
な

く
、
他
に
は
小
島
麗
逸
氏
が
「
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
の
民
主
化
と

民
族
問
題
」
の
７
章
で
統
計
資
料
か
ら
兵
団
の
新
疆
経
済
の
支

配
を
分
析
し
て
い
る
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
貴
重
な
証
言
で
あ
る
。

ウ
イ
グ
ル
自
治
区
は
石
油
と
綿
花
が
２
大
産
業
で
あ
り
「
一
白

一
黒
経
済
」（
綿
花
が
白
く
、
石
油
が
黒
い
た
め
）
と
い
わ
れ
る

が
兵
団
は
綿
花
を
中
心
に
農
業
、
工
業
で
重
要
な
地
位
を
占
め

て
い
る
。 

 

「
ム
フ
タ
ル
か
く
語
り
き
」
は
本
書
の
核
心
部
分
で
あ
り
、

ム
フ
タ
ル
か
ら
見
た
ウ
イ
グ
ル
問
題
、
ウ
イ
グ
ル
の
歴
史
、
作

者
の
質
問
に
よ
り
漢
人
、
ウ
イ
グ
ル
人
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の

考
え
、
利
害
な
ど
が
分
か
る
。 

中
国
の
領
土
で
は
ウ
イ
グ
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
、
南
モ
ン
ゴ
ル
を

併
せ
る
と
６
割
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
資
源
も
豊
富
だ
が
元
々

は
後
の
４
割
の
領
土
に
住
ん
で
い
た
漢
人
が
中
国
全
体
の
人
口

の
９
割
を
占
め
て
い
る
。 

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
で
は
中
華
人
民
共
和
国
成
立
時
に
は
漢
人

の
人
口
は
３
０
万
人
以
下
で
あ
り
人
口
割
合
も
７
％
、
ウ
イ
グ

ル
人
は
７
６
％
だ
っ
た
。 

し
か
し
２
０
０
９
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
漢
人
の
人
口
は
８
４

１
万
人
と
激
増
し
人
口
割
合
も
約
４
０
％
と
な
り
ウ
イ
グ
ル
人

は
４
７
％
と
激
減
し
て
い
る
。 

漢
人
の
入
植
を
ど
う
す
る
の
か
が
ウ
イ
グ
ル
民
族
問
題
の
最

大
の
課
題
、
難
問
で
あ
る
。 

王
力
雄
氏
は
「
ム
フ
タ
ル
へ
の
手
紙
」
で
自
分
の
考
え
方
を

述
べ
て
お
り
、
自
分
は
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
独
立
に
対
し
て
否
定

的
で
あ
り
チ
ベ
ッ
ト
の
よ
う
に
中
道
路
線
を
と
り
自
治
を
目
指

す
べ
き
と
述
べ
て
い
る
が
、
漢
人
が
一
方
的
に
こ
の
地
に
入
植

し
て
多
数
派
に
な
り
、
中
国
の
一
部
に
な
る
の
は
ウ
イ
グ
ル
人

に
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。 

王
力
雄
氏
の
中
道
路
線
だ
が
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
も
ダ
ラ

イ
ラ
マ
と
中
国
の
対
話
が
全
く
進
展
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も

非
常
に
困
難
で
あ
る
。
ま
た
中
国
が
民
主
化
し
て
も
東
ト
ル
キ

ス
タ
ン
が
中
国
の
一
部
で
あ
る
と
の
漢
人
の
考
え
が
変
わ
ら
な

い
限
り
問
題
解
決
で
き
な
い
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 

 
 

（
担
当:

ム
シ
ュ
ク
） 

  

書
籍
紹
介 

私の西域、 

君の東トルキスタン 

王 力雄 著／馬場 裕之 訳 

劉 燕子 監修・解説 

           集広舎 

２
０
０
９
年
７
月
の
ウ
ル
ム
チ
事
件
の
報
道
で
ウ
イ
グ
ル
を

初
め
て
知
っ
た
方
も
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
一
般
に
は
ま
だ
ウ

イ
グ
ル
の
民
族
問
題
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。 

ウ
ル
ム
チ
事
件
を
知
っ
て
い
て
も
そ
の
原
因
と
な
っ
た
６
月

２
６
日
、
広
東
省
韶
関
で
の
ウ
イ
グ
ル
人
労
働
者
襲
撃
事
件
や

ウ
イ
グ
ル
女
性
な
ど
ウ
イ
グ
ル
人
の
若
者
の
強
制
移
住
に
つ
い

て
は
広
く
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。 

 

日
本
で
は
ウ
イ
グ
ル
の
民
族
問
題
に
関
す
る
書
物
ま
だ
少
な

い
が
本
書
は
内
容
、
情
報
量
と
も
に
最
良
の
書
物
で
あ
る
。 

本
書
で
特
徴
と
い
え
る
の
が
作
者
の
王
力
雄
氏
が
漢
人
で
あ

り
な
が
ら
ウ
イ
グ
ル
人
の
立
場
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
ウ
イ
グ

ル
人
の
ム
フ
タ
ル
と
対
話
を
試
み
て
い
る
点
で
あ
る
。 

従
来
、
漢
人
の
立
場
か
ら
は
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
（
新
疆
）
は

古
来
よ
り
中
国
で
あ
り
発
展
す
る
新
疆
、
そ
れ
に
対
す
る
分
離

主
義
者
の
ウ
イ
グ
ル
人
暴
動
と
い
う
視
点
か
ら
書
か
れ
て
き
て

お
り
、
王
柯
氏
の
著
作
「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
研
究
」「
多

民
族
国
家
中
国
」
が
そ
れ
に
あ
た
る
。 

王
力
雄
氏
は
本
書
で
「
漢
人
サ
ー
ク
ル
の
中
で
新
疆
問
題
を

研
究
す
る
の
は
、
明
ら
か
に
馬
鹿
げ
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。 
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去
る
３
月
５
日
土
曜
日
の
１
８
時
４
０
分
よ
り
、
代
々
木
の

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー 

１
０
１
会

議
室
に
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
「
良

心
の
囚
人
を
救
え
」
―
中
国
共
産
党
の
人
権
弾
圧
の
実
態
― 

』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
日
本
人
の
他
、
日
本
在
住
の

モ
ン
ゴ
ル
人
、
ウ
イ
グ
ル
人
、
チ
ベ
ッ
ト
人
、
台
湾
人
な
ど
、

百
名
を
超
え
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
チ
ベ
ッ
ト
の
新
年
（
ロ
サ
ル
）
の
祝
賀
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
中
の
た
め
、
チ
ベ
ッ
ト
人
参
加
者
は
他
の
民
族
よ
り
も
少

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

さ
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
名
に
あ
る
「
良
心
の
囚
人
」
と
は
い

っ
た
い
誰
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

最
近
で
は
、
昨
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
劉
暁
波
氏

が
有
名
で
す
が
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
民

族
問
題
を
訴
え
続
け
る
、
南
モ
ン
ゴ
ル
民
主
連
盟
主
席
の
ハ
ダ

氏
の
こ
と
を
主
に
指
し
て
い
ま
す
。 

中
国
当
局
の
違
法
な
弾
圧
と
逮
捕
に
反
対
す
る
為
に
モ
ン
ゴ

ル
人
学
生
と
共
に
デ
モ
行
進
し
た
ハ
ダ
氏
は
、
１
９
９
５
年
１

２
月
１
１
日
、
国
家
分
裂
罪
お
よ
び
ス
パ
イ
関
与
罪
と
い
う
罪

状
で
逮
捕
、
秘
密
裁
判
に
よ
っ
て
禁
錮
１
５
年
の
判
決
を
受
け

ま
し
た
。 

１
９
９
７
年
２
月
、
そ
の
知
ら
せ
を
受
け
た
ア
ム
ネ
ス
テ

ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
っ
て
、
ハ
ダ
氏
は
「
良
心
の

囚
人
」
に
認
定
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

ハ
ダ
氏
は
２
０
１
０
年
１
２
月
１
０
日
に
釈
放
さ
れ
る
予
定
だ

っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
直
前
に
妻
の
シ
ン
ナ
さ
ん
と
息
子
の
ウ

ィ
レ
ス
さ
ん
も
不
当
逮
捕
さ
れ
、
ハ
ダ
氏
一
家
は
現
在
も
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
リ
・
ガ
・
ス
チ
ン
ト
氏
（
内
モ
ン
ゴ

ル
人
民
党
）
の
司
会
で
進
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
フ
ビ
ス
ガ
ル
ト
氏
（
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
）
か
ら
は

「
良
心
の
囚
人
」
で
あ
る
ハ
ダ
氏
を
と
り
あ
げ
、
内
モ
ン
ゴ
ル

の
人
権
弾
圧
の
実
態
に
つ
い
て
の
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

中
国
に
よ
る
内
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
略
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

中
国
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
人
の
大
量
虐
殺
と
中
国
人
の
大
量
移

民
政
策
の
結
果
、
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
構
成
人
口
は
、

中
国
人
が
二
千
万
人
に
対
し
、
モ
ン
ゴ
ル
人
は
た
っ
た
の
４
０

０
万
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
農
地
政
策
と
領
土

の
砂
漠
化
に
よ
っ
て
、
遊
牧
民
と
し
て
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
生
活

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

続
い
て
ジ
デ
ィ
カ
ル
氏
が
、
ト
ゴ
チ
ョ
グ
・
エ
ン
フ
バ
ト
氏

の
「
南
モ
ン
ゴ
ル
人
権
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」 

を
読
み
上
げ
ま
し
た
。 

エ
ン
フ
バ
ト
氏
は
、
大
学
生
時
代
に
ハ
ダ
氏
の
経
営
す
る
小
さ

な
モ
ン
ゴ
ル
語
書
店
「
モ
ン
ゴ
ル
学
書
社
」
を
訪
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
ハ
ダ
氏
の
活
動
を
間
近
に
見
つ
づ
け
た
人
で
す
。 

 

ハ
ダ
氏
の
立
ち
上
げ
た
、
南
モ
ン
ゴ
ル
民
主
連
盟
は
次
の
三

つ
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。 

１
．
南
モ
ン
ゴ
ル
に
モ
ン
ゴ
ル
人
に
よ
る
高
度
な
自
治
を
も
た

ら
す
こ
と 

２
．
南
モ
ン
ゴ
ル
に
独
立
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
の
国
家
を
建
て
る

こ
と 

３
．
モ
ン
ゴ
ル
国
と
の
統
一
を
国
民
投
票
で
決
め
る
こ
と 

 

そ
し
て
エ
ン
フ
バ
ト
氏
は
、
機
関
誌
「
南
モ
ン
ゴ
ル
の
声
」

の
出
版
の
お
手
伝
い
も
し
ま
し
た
。
雑
誌
の
主
な
内
容
は
南
モ

ン
ゴ
ル
の
民
族
問
題
で
し
た
が
、
米
国
独
立
宣
言
や
国
連
人
権

宣
言
な
ど
と
い
っ
た
世
界
の
重
要
文
献
を
モ
ン
ゴ
ル
語
訳
し
た

も
の
も
掲
載
し
ま
し
た
。 

 

ハ
ダ
氏
は
「
何
か
あ
っ
た
と
き
に
私
た
ち
の
活
動
を
国
際
社

会
に
訴
え
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
、
外

国
語
の
得
意
な
エ
ン
フ
バ
ト
氏
を
モ
ン
ゴ
ル
民
主
連
盟
の
正
式

メ
ン
バ
ー
に
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

哀
し
い
か
な
、
ハ
ダ
氏
の
予
想
通
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
エ
ン
フ
バ
ト
氏
は
国
外
へ
脱
出
、
中
国
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル

人
の
人
権
侵
害
の
実
態
を
世
界
に
訴
え
ま
し
た
。 

 

内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
良
心
の
囚
人
を
救
え
」
レ
ポ
ー
ト(

１)  

 

本シンポジウムのポスター。左から、トゥン

ドゥプ・ワンチェン氏、ハダ氏、劉暁波氏、

ハイレット・ニヤズ氏の顔写真が並ぶ。 

               2011/3/5 
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 上 後半、討論形式の意見交換。 

 下 様々な団体・民族で構成され 

   た受付スタッフ。 2011/3/5 

そ
の
努
力
の
結
果
、
ハ
ダ
氏
は
「
良
心
の
囚
人
」
に
認
定
さ

れ
た
の
で
す
。 

 

エ
ン
フ
バ
ト
氏
は
１
９
９
８
年
に
渡
米
、
翌
年
に
難
民
認
定

を
受
け
、
２
０
０
０
年
か
ら
「
南
モ
ン
ゴ
ル
観
察
」
と
い
う
中

国
語
の
メ
ル
マ
ガ
を
発
行
し
、
南
モ
ン
ゴ
ル
の
人
々
に
海
外
在

住
の
モ
ン
ゴ
人
の
運
動
状
況
を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。 

 イ
リ
ハ
ム
・
マ
ハ
ム
テ
ィ
氏
（
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
） 

２
０
年
前
（
学
生
時
代
）
、
モ
ン
ゴ
ル
人
が
自
分
た
ち
の
文

字
や
言
葉
を
使
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
見
て
「
我
々
ウ
イ
グ
ル

人
は
沢
山
い
る
し
、
あ
ん
な
こ
と
に
な
る
わ
け
な
い
だ
ろ
う
」

と
考
え
て
い
た
が
、
ま
さ
か
十
数
年
で
ウ
イ
グ
ル
も
同
じ
様
な

状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。 

中
国
の
人
権
侵
害
の
や
り
方
は
前
に
も
ま
し
て
酷
く
な
っ
て

い
ま
す
。 

で
も
今
ま
で
世
界
中
は
、
中
国
の
経
済
力
を
前
に
し
て
、
何

も
口
を
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
は
変
わ
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
中
国
で
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
の
運
動

が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
良
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
中
国
で
は
、
中
国
語
の
新
聞
記
事
を
ウ
イ
グ
ル
語
に

翻
訳
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
載
せ
た
だ
け
で
逮
捕
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。 

「
良
心
の
囚
人
」
の
一
人
で
あ
る
、
ハ
イ
レ
ッ
ト
・
ニ
ヤ
ズ

氏
も
同
様
に
逮
捕
さ
れ
、
秘
密
裁
判
に
よ
っ
て
懲
役
１
５
年
の

判
決
が
下
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
個
人
の
サ
イ
ト
に
ウ
イ
グ

ル
語
を
載
せ
る
だ
け
で
も
逮
捕
さ
れ
ま
す
。
日
本
の
領
事
す
ら 

拘
束
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
を
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
中
国
は
正
義

を
恐
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。 

 

小
林
秀
英
氏
（
チ
ベ
ッ
ト
問
題
を
考
え
る
会
代
表
） 

小
林
秀
英
氏
は
、
国
家
分
裂
扇
動
罪
で6

年
の
懲
役
刑
に
あ

る
ド
ゥ
ン
ド
ゥ
プ
・
ワ
ン
チ
ェ
ン
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
フ
ィ

ル
ム
「
ジ
グ
テ
ル 

恐
怖
を
乗
り
越
え
て
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の
抵
抗
歌
を
発
表
し
た
こ
と
で
逮
捕

さ
れ
た
、
タ
シ
・
ド
ゥ
ン
ド
ゥ
ッ
プ
氏
の
「
痕
跡
な
き
拷
問
」

の
歌
詞
を
朗
読
し
、
い
ろ
ん
な
人
が
歌
な
ど
で
非
暴
力
の
闘
争

を
続
け
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
日
本
の
Ｔ
Ｖ
局
は
あ
て
に
な
ら
な
い
の
で
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ

や
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
は
中
国
の
実
態
を
知
ら
せ
る
行
動
を
ぜ
ひ
お
願

い
し
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
主
催
集
会 

「
良
心
の
囚
人
を
救
え
」
レ
ポ
ー
ト(

２)  

父
母
の
自
愛
を
拒
否
さ
れ
た
苦
し
み
が 

一
つ 

同
胞
の
内
な
る
声
を
聞
く
こ
と
が
出
来
な
い
悲
し
み
が 

二
つ 

我
々
の
山
河
が
汚
さ
れ
る
嘆
き
が 

三
つ 

こ
の
三
つ
は
す
べ
て 

痕
跡
な
き
拷
問 

 

我
々
の
山
河
が
汚
さ
れ
る
嘆
き
が 

三
つ 

こ
の
三
つ
は
す
べ
て 

痕
跡
な
き
拷
問 

（
痕
跡
な
き
拷
問
：
タ
シ
・
ド
ゥ
ン
ド
ゥ
ッ
プ
） 

 

王
戴
氏
（
民
主
中
国
陣
線
） 

劉
暁
波
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
問
題
を
取
り
上
げ
、
中
国
の

民
主
化
運
動
に
つ
い
て
言
及
し
ま
し
た
。 

中
国
の
若
者
が
中
国
民
主
化
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
は
、

〇
八
憲
章
、
劉
暁
波
氏
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
だ
そ
う
で
す
。（
天

安
門
事
件
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
そ
う
で
す
） 

今
ま
で
の
動
き
を
み
て
い
る
と
、
中
国
に
革
命
が
起
き
る
可

能
性
は
充
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
国
民
が
豊
か
に
な

り
、
年
収
が
３
０
０
０
ド
ル
に
達
す
れ
ば
、
民
衆
が
目
覚
め
る

と
い
う
統
計
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

「
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
」
で
は
な
い
け
れ
ど
、
や
は
り
お

金
が
無
い
と
、
毎
日
の
生
活
は
仕
事
に
追
わ
れ
る
ば
か
り
で
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
活
動
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
、
自
分

の
生
活
を
振
り
返
っ
て
思
い
ま
し
た
。 

 

 

ま
ず
第
一
に 
お
父
さ
ん
（
ダ
ラ
イ
ラ
マ
法
王
）
が
遠
く
か
ら
帰

っ
て
来
な
い
と
い
う
こ
と 

二
つ
目
に
は 

民
族
が
調
和
、
共
存
し
て
い
な
い
と
い
う
苦
し
み 

三
つ
目
に
は 

チ
ベ
ッ
ト
が
侵
略
さ
れ
、
自
由
が
な
い
と
い
う
こ
と 

こ
の
三
つ
は
す
べ
て 

痕
跡
な
き
拷
問 

 

先
祖
の
富
が
外
来
者
に
よ
っ
て
持
ち
去
ら
れ
た
と
い
う
悔
恨
が 

一
つ 

地
下
資
源
が
自
分
た
ち
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
苦
し
み
が 

二 
 
 

つ 我
ら
の
民
族
を
絶
や
す
た
め
の
不
妊
手
術
が 

三
つ 

こ
の
三
つ
は
す
べ
て 

痕
跡
な
き
拷
問 
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            震災で亡くなられた方々のご冥福 

            をお祈り致しますと共に、被災さ 

れた方々に、謹んでお見舞い申し 

上げます○今次震災により、執筆 

陣の中にも家族が被災された方な 

どあり、お届けが遅延致しました 

事をお詫び申し上げます○世界ウ 

イグル会議でも世界中のウイグル 

人に支援を呼び掛けている由、私 

も微力ながらできる事をやってい 

こうと思いました○日本もウイグ 

ルも困難は続きますが、後悔の無 

い様日々精進します。（編集「ぬ」） 

最
後
に
、
全
体
を
通
し
て
感
じ
た
の
は
、
「
次
は
日
本
の
番
」

と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

 

多
く
の
日
本
人
は
、
「
ま
さ
か
こ
の
日
本
が
中
国
に
支
配
さ

れ
る
な
ん
て
あ
り
え
な
い
」
と
一
笑
に
付
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
２
０
年
前
の
イ
リ
ハ
ム
氏
と
一
緒
な
の
で

す
。
こ
の
ま
ま
い
け
ば
、
２
０
年
後
、
３
０
年
後
の
日
本
は
果

た
し
て
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
中
国
が
虎
視
眈
々
と

日
本
侵
略
を
狙
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
早
急
に
対
策
を
立

て
な
け
れ
ば
、
日
本
は
中
国
共
産
党
に
「
解
放
」
さ
れ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。 

我
々
日
本
人
は
目
を
覚
ま
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
チ
ベ

ッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル
、
南
モ
ン
ゴ
ル
、
そ
し
て
台
湾
の
人
々
は
、

こ
の
日
本
に
一
縷
の
希
望
を
託
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
が
に
さ
ん
） 

 

王
戴
氏
は
、
魯
迅
の
言
葉
を
引
用
し
ま
し
た
。 

「
も
と
も
と
地
上
に
は
、
道
は
な
い
。
歩
く
人
が
多
く
な
れ
ば
、

そ
れ
が
道
に
な
る
の
だ
」 

 

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
こ
れ
か
ら
我
々
は
、
チ
ベ
ッ
ト
人
、

ウ
イ
グ
ル
人
、
南
モ
ン
ゴ
ル
人
、
台
湾
人
な
ど
と
協
力
し
て
、 

道
を
つ
く
っ
て
い
く
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
、
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。 

 

後
半
は
、
田
中
健
之
氏
（
チ
ベ
ッ
ト
友
好
協
会
）
、
北
井
大

輔
氏
（
ア
ジ
ア
と
中
国
の
民
主
主
義
を
考
え
る
会
）
、
オ
ノ
ホ

ル
ド
・
ダ
イ
チ
ン
氏
（
モ
ン
ゴ
ル
自
由
連
盟
党
）
、
王
戴
氏
（
民

主
中
国
陣
線
）
、
イ
リ
ハ
ム
・
マ
ハ
ム
テ
ィ
氏
（
日
本
ウ
イ
グ

ル
協
会
）
の
五
名
に
よ
る
討
論
形
式
で
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

南
モ
ン
ゴ
ル
が
滅
亡
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
た

の
は
、
や
は
り
当
時
は
国
際
社
会
に
訴
え
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
か
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
発
達
に
よ
り
、
国
際
社
会
に
訴
え
る
こ
と
が
容
易
に

な
っ
て
き
た
の
で
、
中
国
の
民
主
化
運
動
も
効
果
的
に
行
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
疑
い
よ
う
の
な
い
事
実
で

す
。 

 

そ
し
て
、
田
中
健
之
氏
の
「
事
実
と
論
理
に
基
づ
い
て
、
冷

静
に
判
断
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

や
は
り
感
情
だ
け
で
動
く
の
は
、
危
険
な
場
合
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
、
確
固
た
る
判
断
基
準
を
も
つ
こ
と
は
重
要
だ
と

思
い
ま
し
た
。 

 

日本ウイグル協会 

公式サイト 

http://uyghur-j.org/ 

メールアドレス 

info@uyghur-j.org 

 

内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
主
催
集
会 

「
良
心
の
囚
人
を
救
え
」
レ
ポ
ー
ト(

３)  

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
を
中

心
に
、
ウ
イ
グ
ル
協
会
を
含
む
各
参
加
団
体
な
ど
か

ら
、
多
く
の
有
志
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

本
レ
ポ
ー
ト
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
の
も
そ
う
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
で
す
。 

直
前
の
依
頼
に
も
関
わ
ら
ず
、
寄
稿
し
て
下
さ
っ

た
が
に
さ
ん
（
Ｈ
・
Ｎ
）
に
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
部 

請
願
署
名
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い 

 

協
会
で
は
、「
良
心
の
囚
人
」
解
放
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン

の
一
つ
と
し
て
、
請
願
署
名
運
動
を
開
始
致
し
ま
し
た
。 

 

請
願
内
容
の
詳
細
は
、
同
封
の
用
紙
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

・
署
名
に
捺
印
は
不
要
で
す
が
、
自
筆
に
限
り
ま
す
。 

・
ご
住
所
は
都
道
府
県
名
か
ら
記
入
し
て
下
さ
い
。 

・
締
め
切
り
は
、
５
月
３
１
日
で
す
。 

・
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
厳
正
に
取
り
扱
い
、
目
的 

外
に
は
使
用
致
し
ま
せ
ん
。 

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

宛
先 

〒
１
６
２
‐
０
０
６
７ 

 

東
京
都
新
宿
区
富
久
町
１
６
‐
１
１ 

武
蔵
屋
ス
カ
イ
ビ
ル
４
０
５ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
行 

 編集後記 


